
広
報

こ
の
景
色
が

　
　
「
暮
ら
し
」
に
な
る

P04-05 特集 移住・定住の取り組み

2 0 2 6

No.782

August

８
新 潟 県 津 南 町

Pick up



つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

夏を生きた証

壁に残されたセミの抜け殻。

土の中で長い時間を過ごし、地上へはばたいた命の証です。

毎年当たり前のように見かける風景ですが、

立ち止まって眺めてみると、

季節が巡ってきたことを静かに教えてくれます。
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第47回 津南まつり



4令和８年８月号

特 
集
Topic

移
住·

定
住
の

　
　
　
取
り
組
み

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

令
和
８
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
た
な
補
助
金

◆
津
南
町
移
住
者

◆
津
南
町
移
住
者

　
　
　
行
政
ポ
イ
ン
ト
事
業

　
　
　
行
政
ポ
イ
ン
ト
事
業

◆◆
津
南
町

津
南
町
UU
・・
II
タ
ー
ン

タ
ー
ン

　　
促
進
奨
学
金
支
援
事
業
補
助
金

促
進
奨
学
金
支
援
事
業
補
助
金

　

津
南
町
に
毎
年
何
人
く
ら
い
の
か
た
が
移
住
し

て
き
て
い
る
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
令
和
５
年

は
56
人
、
令
和
６
年
は
67
人
、
令
和
７
年
は
26
人

で
し
た
。全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

津
南
町
も
同
じ
状
況
で
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
U
・
I
タ
ー
ン
を
し
て
津
南
町
に
移
り
住

ん
で
く
れ
る
か
た
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
と
て

も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
津
南
町
に
住

所
を
移
さ
ず
に
、
所
有
し
て
い
る
家
を
別
荘
的
に

使
用
す
る
、
二
拠
点
生
活
を
す
る
人
も
増
え
て
い

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
津
南
町
の
関
係
人
口
は
移
住

者
数
以
上
に
毎
年
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
津
南
町
に
移
住
し
た
か
た
や
、
津
南
町

へ
の
移
住
を
考
え
て
い
る
か
た
の
た
め
に
、
移
住

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う
職
員
を
配
置
し
、
ス

ム
ー
ズ
な
移
住
に
つ
な
げ
る
た
め
の
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
移
住
を
考
え
て
い
る
か
た
や
、
移

住
し
て
き
た
も
の
の
困
っ

て
い
る
と
い
う
か
た
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、津
南
町
に
移
住
し
て
く
れ
た
か
た
に
対
し
、様
々
な
補
助
金
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
「
津
南
町
移
住
者
行
政
ポ
イ
ン
ト
事
業
」、「
津
南
町
U
・
I
タ
ー
ン
促
進
奨
学
金
等

返
還
支
援
事
業
補
助
金
」、「
津
南
町
ア
パ
ー
ト
・
貸
家
家
賃
支
援
事
業
補
助
金
」
は
、
今
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
新
た
な
補
助
金
で
す
。

　

令
和
８
年
４
月
以
降
に
津
南
町
に
転
入

の
届
出
を
し
、
津
南
町
観
光
地
域
づ
く
り

課
が
実
施
す
る
転
入
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

を
し
た
か
た
に
、「
つ
な
P
o
!
カ
ー
ド
」

１
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。
転
入

し
て
き
た
か
た
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
「
つ
な
P
o
!
カ
ー
ド
」
と
は
、
津
南
町

商
工
会
が
運
営
す
る
町
内
共
通
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
で
、
町
内
80
以
上
の
加
盟
店
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

U
・
I
タ
ー
ン
を
す
る
29
歳
以
下
の
奨

学
金
等
を
返
還
し
て
い
る
か
た
を
支
援
し
ま

す
。
※
条
件
あ
り

■
対
象
奨
学
金
等

　

津
南
町
育
英
資
金
、
日
本
学
生
支
援
機
構

（
第
一
種
・
第
二
種
）

　

奨
学
金
等 

の
申
請
年
の
前
年
度
に
返
還

し
た
額
が
対
象

■
補
助
金
額

　

上
限
20
万
円
／
年
（
初
回
申
請
か
ら
連
続
し

た
５
年
間
が
申
請
可
能
）　 

最
大
１
０
０
万
円

■
対
象
者

　

左
記
の
条
件
を
全
て
満
た
す
か
た
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

・
初
回
申
請
の
4
月
1
日
時
点
で
29
歳
以
下

の
か
た

・
令
和
８
年
3
月
以
降
に
大
学
等
を
卒
業
し

た
か
た
、
ま
た
は
、
令
和
８
年
4
月
１
日

以
降
に
津
南
町
へ
住
所
を
移
し
た
か
た

・
補
助
金
の
交
付
を
申
請
す
る
年
度
に
、
正

規
職
員
（
個
人
事
業
主
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と

※
た
だ
し
公
務
員
は
除
く
な
ど
条
件
あ
り
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5 令和８年８月号

今
年
度
、津
南
町
に

　
移
住
し
て
き
た
か
た
に

　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た

◆
津
南
町
ア
パ
ー
ト
・
貸
家

◆
津
南
町
ア
パ
ー
ト
・
貸
家

　
　
　
家
賃
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
家
賃
支
援
事
業
補
助
金

◆
そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な

◆
そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な

　
　
　
補
助
金
が
あ
り
ま
す
！

　
　
　
補
助
金
が
あ
り
ま
す
！

　

町
内
事
業
所
の
人
手
不
足
解
消
と
津
南
町

外
か
ら
の
転
入
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
町
内
事
業
所
に
就
業
し
、
町
内
に
転
入

し
た
か
た
が
、
津
南
町
内
に
賃
貸
住
宅
を
契

約
し
居
住
す
る
場
合
に
、
予
算
の
範
囲
内
に

お
い
て
家
賃
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
金
額

　

１
世
帯
あ
た
り
、ひ
と
月
１
万
円
と
す
る
。

た
だ
し
、
家
賃
か
ら
住
宅
手
当
等
を
除
い
た

額
が
２
万
円
以
上
の
場
合
に
限
る
。

■
補
助
金
の
交
付
期
間

　

24
か
月
間

　

今
回
紹
介
し
た
補
助
金
の
ほ
か
に
、「
津

南
町
移
住
検
討
者
交
通
費
補
助
金
」、「
津
南

町
移
住
・
就
業
等
支
援
事
業
補
助
金
」、「
津

南
町
子
育
て
世
帯
移
住
支
援
金
」、「
津
南
町

空
き
家
改
修
事
業
補
助
金
」、「
津
南
町
U
・

I
タ
ー
ン
住
宅
取
得
補
助
金
」
と
様
々
な

補
助
金
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
左
記

２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
津
南
町
に
来
よ
う
と

思
っ
た
か
。
何
に
惹
か
れ
ま

し
た
か
？学

生
の
頃
か
ら
何
度
も
津
南

を
訪
れ
る
中
で
、
見
倉
や
秋

山
郷
、
津
南
の
魅
力
を
も
っ
と
多
く
の

か
た
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

思
い
が
強
く
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
す
。
見
倉
の
景
色
と
地
域
の
皆
さ
ん

の
温
か
さ
に
惹
か
れ
ま
し
た
。

実
際
に
津
南
町
に
来
て
み
て

ど
う
で
し
た
か
？

皆
さ
ん
に
温
か
く
迎
え
入
れ

て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の

か
た
に
気
に
か
け
て
も
ら
い
な
が
ら
、

と
て
も
楽
し
く
充
実
し
た
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。つ

な
P
o
!
１
０
０
０
ポ
イ

ン
ト
は
も
ら
い
ま
し
た
か
？

も
ら
い
ま
し
た
！

も
ら
っ
た
１
０
０
０
ポ
イ
ン

ト
は
何
に
使
い
ま
し
た
か
？

も
し
く
は
何
に
使
お
う
と
思
っ
て
い
ま

す
か
？

食
料
品
や
日
用
品
な
ど
に
使

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
だ
け
で
も
ら
え

て
、
津
南
町
の
お
店
を
調
べ
る
き
っ
か

け
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
今
後
も
移
住
し
や
す
い
町
を
目
指
し
て
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
移
住

を
検
討
し
て
い
る
か
た
や
、
移
住
し
て
き
て
悩
ん
で
い
る
か
た
を
ご
存
じ
の
か
た
は
、
左
記

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
に
合
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
役
場　

観
光
地
域
づ
く
り
課　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

↑詳細はこちらから
ご確認ください

QQ

QQ

AA

AA



6令和８年８月号

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

五
目
な
ま
す
に
挑
戦
!!

家
庭
料
理
教
室
参
加
者
募
集

水
道
・
下
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

イ
ベ
ン
ト

募
　
集

く
ら
し

　

７
月
18
日
か
ら
「
２
０
２
６

年
の
越
後
妻
有
」
の
す
べ
て

の
作
品
が
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
既
に
ご
覧
に
な
っ
て
い

る
か
た
は
も
ち
ろ
ん
、
初
め

て
の
か
た
、
興
味
が
あ
る
か

た
は
、
来
年
の
本
祭
に
向
け

て
、
ぜ
ひ
町
内
を
巡
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

上
郷
ク
ロ
ー
ブ
座
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
８
月

30
日
ま
で
の
土
・
日
曜
日
で
の
公
開
で
す
。

津
南
の
食
材
を
、
い
つ
も
と
違
っ
た
演
劇
の

雰
囲
気
の
中
で
食
べ
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
？
残
席
が
わ
ず
か
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご

予
約
・
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ク
ロ
ー
ブ
座
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　

ま
も
な
く
終
了
！

大
地
の
芸
術
祭
通
年
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

「
２
０
２
６
年
の
越
後
妻
有
」

開
催
中
！

▼津南町の作品
集落・施設名 作品名 公開期間  ★10月以降閉館16：00 定休日

上野公民館 時を越える旅

4/25㈯～ 11/8㈰
祝日を除く火水

上　野 かささぎたちの家

穴　山 国境を越えて・山

足　滝 「記憶-記録」足滝の人々

マウンテンパーク津南 ドラゴン現代美術館 ほか 6/1㈪～ 11/8㈰

上郷クローブ座
上郷バンドー四季の歌 ほか

7/18㈯～ 8/31㈪ 祝日を除く火水

9/5㈯～ 11/8㈰ ★ 平　日

上郷クローブ座レストラン 7/18㈯～ 8/31㈪ ※要予約 平　日

香港ハウス 香港ハウス
7/18㈯～ 8/31㈪ 祝日を除く火水

9/5㈯～ 11/8㈰ ★ 平　日

アケヤマ －秋山郷立大赤沢小学校－ フロギストン ほか 7/18㈯～ 11/8㈰★ 平　日

かたくりの宿 妻有双六 かたくりの宿 【宿泊者限定】 －

作
家
名
：
E
A
T
&
A
R
T 
T
A
R
O
（
企
画
・
料
理
）

　
　
　
　

原
倫
太
郎
+
原
游
（
脚
本
・
演
出
ほ
か
）

作
品
名
：
ウ
ェ
ル
カ
ム
ト
ゥ
北
越
雪
譜

場　

所
：
上
郷
ク
ロ
ー
ブ
座
レ
ス
ト
ラ
ン※

要
事
前
予
約レストラン詳細

　

町
公
民
館
で
は
、「
家
庭
料
理
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。
対
象
者
は
老
若
男
女
、
町
内

在
住
・
在
勤
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。家
庭
で
簡
単
に
作
れ
る
料
理
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　

時
（
５
回
目
）

　

９
月
16
日
㈬　

午
後
７
時
～
９
時

■
講　

師　

津
南
町
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

■
内　

容　

五
目
な
ま
す

■
参
加
費　

７
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク

■
場　

所

　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー　

調
理
室

■
参
加
申
し
込
み

　

９
月
９
日
㈬
ま

で
に
町
公
民
館
（
℡

７
６
５
‐
３
１
３
４
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

９
月
９
日
㈬
か
ら
、
町
営
水
道
及
び
下
水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
い
ま
す
。
正
確
な

検
針
の
た
め
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

「
大
地
の
芸
術
祭
の
里
」
総
合
案
内
所

℡
０
２
５
‐
７
６
１
‐
７
７
６
７
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津南町防災メール（おしらせつなん）を
登録しよう! 津南町に関する防災・気象情報のほか、生活情報

などをメールにて配信しています！

■登録方法
2次元コードを読み込むか下記の登録用メールアドレスへ空メールを
送信して手続きを進めてください。
※迷惑メール設定の指定受信アドレス　info-tsunan@info.cous.jp
［登録用メールアドレス］tsunan@cousmail-entry.cous.jp
■メール配信者表記について　防災メールの配信者表記は「おしらせ つなん」となります。2次元コード

＜実施された行事＞
〔7月〕
	22日～24日
	 	 第２回定例会
	24日	 議会広報特別委員会
	30日	 全議員研修会（前期）
	31日	 秋山郷国道整備促進期成同盟会総会
	 	（産建委員長）
〔8月〕
	 4日	 昨年度主要事業現地監査（監査委員）
	 4日	 津南地域衛生施設組合議会
	 	（組合議会議員）
	 5日	 全員協議会
	 7日	 新潟県町村監査委員会定期総会・町村監査
	 	 研修会（監査委員）
	10日	 R7年度決算審査（監査委員）
	17日	 上越魚沼地域振興快速道路建設促進期成
	 	 同盟会総会（議長）

＜今後予定されている行事＞
〔8月〕
	22日	 議会だんだんよくする住民懇談会
	24日	 国道405号改良整備促進協議会
	 	（議長・産業建設常任委員長）
	26日	 第３回定例会一般質問〆切日
〔9月〕
	 2日	 議会運営委員会
	 2日	 全員協議会
	 9日	 第３回定例会開会日

＜津南町議会だんだんよくする懇談会＞
日　時：８月 22日㈯　午前 10時～午後３時
場　所：大割野
　　　　まちなかオープンスペースだんだん
参加議員：滝沢萌子、桒原洋子
テーマ：「津南病院について」
毎月 22 日に開催します。お気軽にご参加く
ださい。テーマに限らずお話いただいて構い
ません。

　前月までに100日運動カードを提出いた
だいたかたを、このコーナーでご紹介しま
す（敬称略）

健康体力づくり健康体力づくり100日運動100日運動

	 4000日	板場喜恵子（辰ノ口）
	 2700日	清水政利（大割野）
	 500日	鈴木キノ（大割野）
	 300日	久保田喜佐子（越手）
主な運動：テレビ体操、健骨体操、ストレッチ、

アクアエクササイズ 他

■
日
程

　

９
月
９
日
㈬
か
ら
９
月
11
日
㈮
ま
で
の

３
日
間
（
予
定
）

■
検
針
期
間
中
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
地
面
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
物

や
車
等
が
乗
っ
て
い
る
と
検
針
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
付
近
に
犬
を
繋
い
で
い
る
場

合
、
検
針
期
間
中
は
別
の
場
所
に
繋
ぐ
な

ど
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
草
や
土
で
隠
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
内

部
が
土
や
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
し

な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

議会コーナー



8令和８年８月号 8令和８年８月号

2

3

4

1

特 
集
Topic

津
南
ま
つ
り

第47回

7/18
第
47
回
津
南
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

雨
の
降
る
時
間
帯
も
あ
り
ま
し
た
が
、
予
定
し
て
い
た
内
容
は
最
後
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
場
面
が
多
く
、
夏
ま
つ
り
ら
し
い
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。



特集 第47回 津南まつり

9 令和８年８月号9 令和８年８月号

9

8

7 6

10

5

11

①今年も多くのかたが参加した民踊流し　②今年も
MC を務めていただいた FM 新潟の清野さん　③・④
今年で津南まつりでの披露は最後となる芦ヶ崎小学校
の龍神太鼓と上郷小学校のよさこい　⑤子どもから大
人まで大盛り上がりのラムネ早飲み大会　⑥力強い演
奏で観客を魅了した火焔太鼓　⑦会場を盛り上げた息
の揃ったダンスパフォーマンス　⑧豪華景品をかけた
じゃんけん大会　⑨民踊流しを先導する上段太鼓⑩町
内を襷で繋いだ心友懸走会のゴール　⑪雨にも負けず
観客を盛り上げたおまつりパレード



Tsunan  Even t  Ske tch .

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

10令和８年８月号

 

第
51
回

　

 

津
南
町
民

　

 

マ
ラ
ソ
ン
大
会

—
 

７
月
12
日
　
中
津
川
運
動
公
園 —

 

上
郷
小
学
校
自
然
教
室

　
　
　—

 

７
月
16
日
　
上
郷
小
学
校 —

↑一斉にスタートする小学生未満クラスの選手たち

↑チェックポイントでミッションの説明を受ける児童たち

↑思い出づくりワークの作品を背景に、参加者全員で笑顔の記念撮影

　

７
月
12
日
に
中
津
川
運
動
公
園
で
第
51
回

津
南
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。晴
天
の
下
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広

い
世
代
の
参
加
者
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向

か
っ
て
懸
命
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。厳

し
い
暑
さ
の
中
で
も
、爽
や
か
な
笑
顔
で
駆
け

抜
け
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

７
月
16
日
に
上
郷
小
学
校
と
学
校
周
辺

で
、上
郷
小
学
校
と
し
て
最
後
と
な
る
自
然

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。日
中
は
、地
域
の

自
然
や
歴
史
、人
と
の
触
れ
合
い
を
テ
ー
マ
に

し
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
実
施
。児
童
た
ち
は

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
巡
り
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
、仲
間
と
協
力
し
て

課
題
を
解
決
す
る
こ
と
で
、連
携
や
絆
を
深
め

ま
し
た
。ま
た
、地
域
の
魅
力
や
歴
史
に
触
れ
、

ふ
る
さ
と
へ
の
理
解
を
深
め
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。夜
に
は
閉
校
記
念
事
業
実

行
委
員
会
が
企
画
し
た
校
内
ナ
イ
ト
探
検
と

思
い
出
づ
く
り
ワ
ー
ク
を
実
施
。学
校
田
の
田

植
え
で
使
用
し
た
田
枠
に
、児
童
一
人
ひ
と
り

が
思
い
出
を
書
い
た
障
子
紙
を
貼
り
、体
育
館

で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。優
し
い
光
に
照

ら
さ
れ
た
思
い
出
を
見
つ
め
る
児
童
た
ち
は
、

一
つ
ひ
と
つ
の
思
い
出
を
懐
か
し
く
思
い
返
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。閉
校
を
前
に
心
に
残
る

特
別
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

町内のイベントや地域活動、学校、団体の
取り組みなどを取材しています。
掲載を希望するイベントや、取材のご相談
がありましたら、お気軽
に津南町役場総務課総務
班までご連絡ください。
TEL 765-3112
FAX 765-4625



11 令和８年８月号

 

津
南
町

　

 
農
業
経
営
者
会
議
設
立

—
 

７
月
17
日
　
花
と
ほ
た
る 

湯
の
さ
と 

雪
国 —

↑記念撮影をする会員の皆様

　

７
月
17
日
、町
内
16
の
農
地
所
有
適
格
法

人
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
、津
南
町
農
業
経
営

者
会
議
が
設
立
し
ま
し
た
。同
会
は
法
人
同

士
の
連
携
を
深
め
、人
材
確
保
や
農
地
集
積
、

農
産
物
の
付
加
価
値
向
上
等
に
協
働
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、取

り
組
み
を
通
じ
て
、持
続
的
な
津
南
町
農
業

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

 

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

　

 

中
津
川
左
岸
散
策
道

　

 

ツ
ア
ー

—
 

７
月
20
日
　
中
津
川
左
岸
散
策
道 —

 

芦
ヶ
崎
小
学
校
龍
神
夏
ま
つ
り（
Ｄ・Ｓ・Ｆ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　—

 

７
月
23
日
　
龍
ケ
窪 —

↑トレッキングを楽しむ参加者の皆様

↑龍神太鼓を披露する芦ヶ崎小学校の児童たち

↑来場者に説明をする児童たち

　

７
月
20
日
に
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
中

津
川
左
岸
に
整
備
さ
れ
て
い
る
全
長
27
㎞
の

中
津
川
左
岸
散
策
道
で
、「
第
３
回
歩
い
て
楽

し
む
ツ
ア
ー
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。参
加
者
は

環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
L
Ｎ
Ｔ
※
を
実
践

し
な
が
ら
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

※
L
Ｎ
Ｔ（
L
e
a
v
e 

N
o 

T
r
a
c
e
＝
自
然
環
境

に
与
え
る
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
考
え
方
）

　

７
月
23
日
に
龍
ケ
窪
駐
車
場
及
び
芦
ヶ
崎

小
学
校
の
学
校
林
で
あ
る
龍
ケ
窪
内
り
ゅ
う

じ
ん
ラ
ン
ド
で
、芦
ヶ
崎
小
学
校
５
・
６
年
生

が『
つ
な
ぐ
』を
テ
ー
マ
に
準
備
を
重
ね
て
き

た『
み
ん
な
で
つ
な
が
る 

第
２
回 

龍
神
夏
祭

り 

Ｄ 

ド
ラ
ゴ
ン 

Ｓ 

サ
マ
ー 

Ｆ 

フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』が
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
晴
天

に
恵
ま
れ
、地
域
の
か
た
を
始
め
、多
く
の
か

た
が
来
場
し
ま
し
た
。開
会
式
で
は
龍
神
太

鼓
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
の
屋
台
で
は
、

５
・
６
年
生
が
俳
句
体
験
や
太
鼓
体
験
、わ
く

わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
各
ブ
ー
ス
に
分
か

れ
て
来
場
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。会
場
で
は
、

閉
校
記
念
の
花

火
打
ち
上
げ
に

向
け
た
募
金
活

動
も
行
わ
れ
ま

し
た
。



12令和８年８月号

新
し
い
農
業
委
員
と

新
し
い
農
業
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
紹
介
し
ま
す

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

任
期
満
了
に
伴
い
、津
南
町
農
業
委
員
会
委
員
18
名
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
６
名
が
任
命
、

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
地
の
移
動
や
転
用
に
関
す
る
ご
相
談
は
、担
当
の
農
業
委
員
ま
た
は
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

任
期（
令
和
８
年
７
月
29
日
〜
令
和
11
年
７
月
28
日
）

島田　　洋
（赤沢）
赤沢・芦ヶ崎

谷内ファームハイツ・段野団地

本山　和美
（反里）

上野・上田小池
田中・反里・小下里

清水　茂實
（陣場下）
陣場下・正面

上段・大船団地

樋口　則郎
（船山）

中深見・船山・船山新田

桑原　京子
（十二ノ木）
駒返り・卯之木

十二ノ木・下船渡本村

中山　國廣
（外丸）

樽田・押付・小島
巻下・外丸

会　

長

会　

長

会
長
職
務
代
理

会
長
職
務
代
理

樋口　　隆
（反里口）

秋成・反里口・石坂

藤木　　司
（谷内）
岡・谷内

谷内ファームハイツ

大平　勝則
（割野）

大割野・割野・美雪町

福原　市雄
（鹿渡）

辰ノ口・鹿渡
鹿渡新田

瀧澤　章一
（結東）

太田新田・見玉・穴藤・逆巻・結東
前倉・見倉清水川原・大赤沢

河田　千春
（亀岡）

大井平・亀岡・今井
灰雨・子種・上郷逆巻

桑原　幸枝
（貝坂）

貝坂・朴ノ木坂・越渡

半戸　敬行
（中子）

中子・城原・相吉
大谷内・新規就農者

涌井　益夫
（穴山）

羽倉・越手・寺石
穴山・足滝

藤木　正光
（米原）
米原・津原

源内山・小松原

中村　敬二
（宮野原）

宮野原・朴木沢・小池・下加用
上加用・百ノ木・出浦・日出山

樋口　正志
（豊郷）

堂平・所平・大場
美穂・豊郷

涌井　貞雄
（船山）

中深見地域

藤ノ木　直日
（太田新田）

秋成地域

瀧澤　　学
（大井平）

上郷地域

恩田　輝次
（鹿渡）
外丸地域

風巻　一文
（大割野）
下船渡地域

滝沢　芳則
（赤沢）

芦ヶ崎地域

農地利用最適化推進委員



A
nnuity corner

13 令和８年８月号

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が

一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗

せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

■
対
象
と
な
る
か
た

【
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

か
た
】
（
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
）

・
65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

・
同
一
世
帯
の
全
員
が
市
町
村
民
税
非

課
税
で
あ
る
こ
と

・
前
年
の
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
と

そ
の
他
の
所
得
と
の
合
計
額
が
一
定

基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

※
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
等
の
非
課
税
収
入

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

【
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
か
た
】
（
次
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

・
前
年
の
所
得
額
（
※
１
）
が
一
定
基
準

額
以
下
（
※
２
）
で
あ
る
こ
と

※
１　

障
害
年
金
・
遺
族
年
金
等
の
非
課
税

収
入
は
判
定
に
用
い
る
所
得
に
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

※
２　

扶
養
親
族
等
の
数
に
応
じ
て
増
額
さ

れ
ま
す
。

■
請
求
方
法

　

基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
か
た

で
、
新
た
に
給
付
金
の
支
給
対
象
と
な

る
か
た
へ
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
（
は
が
き

型
）
が
令
和
８
年
９
月
頃
か
ら
順
次
送

付
さ
れ
る
予
定
で
す
。
す
で
に
給
付
金

を
受
給
し
て
い
る
か
た
は
、
新
た
な
手

続
き
は
不
要
で
す
。

　

年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
か
た
は
、

年
金
請
求
手
続
き
と
あ
わ
せ
て
六
日
町

年
金
事
務
所
ま
た
は
税
務
町
民
課
町
民

班
で
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
原
則
、
お
手
続
き
い
た
だ
い
た
翌
月
分
か

ら
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
請
求
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
０
９
２

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
①
を
押
し
た
後
、
②
を

押
し
て
く
だ
さ
い
）

・
税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

●
「
冬
瓜
」
な
の
に
夏
野
菜

　

冬
瓜
は
ウ
リ
科
ト
ウ
ガ
ン
属
の
植
物
で
、

実
は
楕
円
形
を
し
て
い
ま
す
。
古
来
よ
り
日

本
で
栽
培
さ
れ
、
冬
と
い
う
漢
字
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
が
旬
は
夏
で
、
６
～
８
月
が
収
穫

期
で
す
。
皮
が
厚
く
、
冬
ま
で
保
存
で
き
る

こ
と
か
ら
ト
ウ
ガ
ン
と
い
う
名
前

が
つ
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
に
よ
っ
て
は
カ
モ
ウ
リ
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

農
業
の

知
識

豆

　

夏
に
な
る
と
汁
物
や
煮
物
に
欠
か
せ
な
い

冬
瓜
（
と
う
が
ん
）
と
夕
顔
（
ゆ
う
が
お
）。
見

た
目
も
味
も
似
て
い
る
た
め
、「
同
じ
も
の
」

と
混
同
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
は
同
じ
ウ
リ
科
で

は
あ
る
も
の
の
、
全
く
別
の
野
菜
で
す
。

●
冬
瓜
と
夕
顔
の
違
い
は
？

　

見
た
目
の
違
い
は
、
冬
瓜
の
表
面
は
濃
い

緑
色
で
白
い
粉
を
ま
ぶ
し
た
よ
う
な
硬
い
皮

に
包
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
夕
顔
は
黄
緑
色
で

皮
も
な
め
ら
か
で
す
。
切
っ
た
と
き
の
断
面

も
、
冬
瓜
は
ク
リ
ー
ム
色
で
中
心
部
の
種
の

周
り
は
空
洞
で
す
が
、
夕
顔
に
空
洞
は
な
く
、

身
は
真
っ
白
で
種
と
ワ
タ
が
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
花
も
、
冬
瓜
は
黄
色
い
花
、
夕
顔
は
白

い
花
を
咲
か
せ
る
な
ど
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

●
違
い
を
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
も
う

　

冬
瓜
は
加
熱
す
る
と
透
き
通
り
、
と
ろ
り

と
し
た
食
感
で
煮
物
や
ス
ー
プ
に
使
わ
れ
ま

す
。
一
方
、
夕
顔
は
煮
物
の
ほ
か
、
か
ん
ぴ
ょ

う
の
原
料
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が

水
分
で
低
カ
ロ
リ
ー
な
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ど

ち
ら
も
食
物
繊
維
が
多
く
、
腸
内
環
境
を
整

え
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。
最
近
は
食
生
活
の

変
化
で
冬
瓜
や
夕
顔
を
食
べ
る
機
会
が
減
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
地
域
で
食
べ

継
が
れ
て
き
た
野
菜
に
は
そ
の
土
地
の
気
候

や
暮
ら
し
の
知
恵
が
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
冬
瓜
と

夕
顔
の
違
い
を
感
じ
な
が
ら

楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

●
「
夕
顔
」
と
「
朝
顔
」「
昼
顔
」

　
  

は
他
人

  

夕
顔
は
冬
瓜
と
同
じ
ウ
リ
科

で
す
が
、
ユ
ウ
ガ
オ
属
に
属
し

て
い
ま
す
。
実
は
球
形
や
長
楕

円
形
で
、
ひ
ょ
う
た
ん
と
同
じ

仲
間
で
す
。
名
前
は
、
夏
の
夕
方
に
白
い
花

を
咲
か
せ
、
翌
日
朝
に
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
こ

冬
瓜
と
夕
顔
の
違
い

■お問い合わせ　農林振興課農林班　℡765‐3115

と
に
由
来
し
ま
す
。
似
た
名
前
の
植
物
に
朝

顔
や
昼
顔
、
夜
顔
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

は
ヒ
ル
ガ
オ
科
で
夕
顔
と
は
別
の
種
類
で
す
。

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

制
度
に
つ
い
て

制
度
に
つ
い
て



14令和８年８月号

小島 忠重

　

こ
ん
に
ち
は
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
秋
山

郷
地
区
担
当
の
小
島
で
す
。去
年
の
10
月

に
着
任
し
結
東
集
落
に
住
み
始
め
て
10
か

月
が
経
ち
ま
し
た
。地
域
の
み
な
さ
ん
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、初
め
て
の
津
南
の
冬
も

無
事
に
越
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
年
は

雪
も
少
な
か
っ
た
ら
し
く
、だ
い
ぶ
楽
な
冬

だ
っ
た
そ
う
で
、４
月
に
は
雪
も
消
え
、山

菜
を
採
っ
た
り
し
て
、春
が
来
た
嬉
し
さ
を

実
感
し
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
が
、気
が
付
く
と
秋
山
郷
の
景
色
も
あ
っ

と
い
う
間
に
緑
一
色
に
な
っ
て
お
り
、冬
の

厳
し
い
寒
さ
や
、真
っ
白
だ
っ
た
風
景
が
ま

る
で
幻
だ
っ
た
か
の
よ
う
な
不
思
議
な
感

覚
に
な
り
ま
し
た
。

　

四
月
の
初
め
頃
に
は
、津
南
町
と
栄
村
の

有
志
で
作
る
N
P
O
法
人「
雪
の
都
G
O

雪
共
和
国
」の
メ
ン
バ
ー
の
か
た
が
た
が
長

年
に
わ
た
り
続
け
ら
れ
て
い
る
活
動
の
ひ
と

つ（
東
京
日
本
橋
で
行
わ
れ
る
さ
く
ら
祭
り
の
会

場
に
津
南
か
ら
運
ん
だ
雪
で
滑
り
台
を
作
り
、行

き
交
う
人
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
津
南
町

を
P
R
す
る
）の
お
手
伝
い
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。メ
ン
バ
ー
の
か
た
が
た
の

気
概
や
楽
し
み
な
が
ら
活
動
さ
れ
て
い
る

姿
に
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。当
日
は

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

た
ち（
大
人
た
ち
も
！
）の
喜
ぶ
姿
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
、老
若
男
女
国
籍
問
わ
ず
行

き
交
う
人
々
と
楽
し
く
交
流
さ
せ
て
い
た

だ
き
、と
て
も
素
敵
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
以
降
は
田
起
こ
し
か
ら
田
植
え

の
お
手
伝
い
、道
普
請
、草
刈
り
な
ど
の
グ

リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
ら
し
い
外
作
業
の
お
手

伝
い
を
主
に
し
て
い
ま
す
。体
力
を
要
す
る

作
業
ば
か
り
で
、地
元
の
か
た
が
た
も
自
分

の
仕
事
を
し
な
が
ら
集
落
作
業
や
畑
や
田

ん
ぼ
仕
事
も
こ
な
す
の
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
は
ず
で
す
が
、そ
れ
を
当
た
り
前
の

よ
う
に
こ
な
し
て
い
る
み
な
さ
ん
の
元
気

（
責
任
感
の
強
さ
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）

に
は
毎
回
驚
か
さ
れ
て
ば
か
り
で
す
が
、私

も
暑
さ
に
負
け
な
い
よ
う
元
気
に
お
手
伝

い
を
し
て
体
力
を
つ
け
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
！

からのお便り

けい
ぎょう

■継業サポートセンター　津南町下船渡戊 445-3　まちなかオープンスペースだんだん内
　　　　　　　　　　　　継業エリアマネージャー　古池健二郎　℡ 070-9245-9754

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
継
業
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
古
池
（
こ

い
け
）
で
す
。
今
回
は
、
津
南
町
継
業
バ
ン

ク
で
後
継
者
を
募
集
し
て
い
る
「
豊
郷
乳
用

牛
舎
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

豊
郷
乳
用
牛
舎
の
桑
原
茂
さ
ん
が
大
切
に

し
て
き
た
の
は
、
牛
が
快
適
に
過
ご
せ
る
環

境
づ
く
り
で
す
。
寝
床
に
は
清
潔
な
も
み
殻

を
厚
く
敷
き
、
換
気
や
水
飲
み
場
に
も
気

を
配
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
取

り
組
み
は
「
ク

リ
ー
ン
ミ
ル
ク

生
産
農
場
」
と

し
て
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
酪
農
仲

間
と
協
力
し
て

デ
ン
ト
コ
ー
ン

を
育
て
、
自
分

た
ち
で
餌
づ
く

　

豊
郷
乳
用
牛
舎
の
よ
う
に
、
津
南
町
に
は

長
い
年
月
を
か
け
て
育
ま
れ
て
き
た
仕
事
が

あ
り
ま
す
。

　

継
ぐ
の
は
牛
舎
や
機
械
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
牛
の
様
子
を
見
極
め
る
目
、
餌
づ
く

り
の
工
夫
、
地
域
で
培
わ
れ
た
経
験
や
技
術

も
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

　

継
業
バ
ン
ク
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
仕

事
を
次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
、
後
継
者
探

し
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
募

集
が
、
津
南
の
酪
農
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
一
歩

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

■ 

津
南
の
酪
農
を

　

 　
　

終
わ
ら
せ
た
く
な
い

■ 

津
南
に
は
、

　

 

残
し
た
い
仕
事
が
あ
り
ま
す

り
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

毎
日
の
積
み
重
ね
が
、
お
い
し
い
牛
乳
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
今
、
こ
の
牛
舎
を
受
け
継
ぐ
人
は

い
ま
せ
ん
。
町
内
の
酪
農
家
も
年
々
減
り
、

長
年
培
わ
れ
て
き
た
技
術
や
経
験
を
次
の
世

代
へ
残
す
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
、
全
国
へ
向
け
て
後
継
者
の
募

集
を
始
め
ま
し
た
。

津南町継業バンク
「豊郷乳用牛舎」の

記事はこちら！



いきいき
大好き
津南町
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母乳・ミルクの心配母乳・ミルクの心配
（飲んでくれない、（飲んでくれない、
足りないのではないか）足りないのではないか）

　

妊
娠
中
や
産
後
は
、身
体
や
生
活
環
境
が

大
き
く
変
化
し
ま
す
。ま
た
、ホ
ル
モ
ン
バ
ラ

ン
ス
も
大
き
く
変
わ
る
た
め
、妊
娠
中
や
産

後
は
心
の
不
調
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

妊
娠
中
や
産
後
の
心
の
不
調
は
、誰
に
で

も
な
る
可
能
性
が
あ
り
、１
人
で
無
理
を
し

続
け
て
い
る
と「
う
つ
病
」な
ど
心
の
病
気
に

な
る
リ
ス
ク
も
高
く
な
り
ま
す
。

♦
妊
娠
中
の
マ
マ
が

　
　
　
　

抱
き
や
す
い
不
安

 　

お
腹
の
中
で
育
っ
て
い
く
赤
ち
ゃ
ん
と
と
も

に
、マ
マ
の
身
体
は
出
産
に
向
け
て
準
備
を
始

め
ま
す
。生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
期
待
・

嬉
し
い
気
持
ち
が
あ
る
一
方
で
、不
安
や
心
配

事
な
ど
、様
々
な
気
持
ち
が
生
ま
れ
ま
す
。

◇
産
後
の
マ
マ
が

　
　
　
　

抱
き
や
す
い
不
安

　

産
後
は
赤
ち
ゃ
ん
中
心
の
生
活
に
な
り
、自

分
や
夫
婦
の
時
間
が
ぐ
っ
と
減
り
ま
す
。慣
れ

な
い
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
に
疲
れ
が
た
ま
り
、

昼
夜
問
わ
ず
続
く
育
児
で
睡
眠
不
足
も
重
な

り
、よ
り
心
の
不
調
を
抱
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

♦
つ
ら
い
気
持
ち
を
少
し
で
も

　
　

軽
く
す
る
た
め
に
前
も
っ
て

　
　
　

準
備
し
て
お
く
と
よ
い
こ
と

〈
妊
娠
中
に
産
後
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
〉

　

想
像
と
実
際
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
軽
減
す
る
た

め
に
、先
輩
マ
マ
や
育
児
本
な
ど
か
ら
情
報
収

集
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〈
育
児
の
方
向
性
や
役
割
分
担
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
族
で
話
し
合
う
〉

　

赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
や
家
事
の
分
担
だ
け

で
な
く
、マ
マ
が
仕
事
に
復
帰
す
る
時
期
や
保

育
園
の
利
用
に
つ
い
て
も
、妊
娠
中
か
ら
考
え

て
お
く
と
安
心
で
す
。

♦
マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
ズ
と
産
後
う
つ

　

産
後
数
日
か
ら
2
週
間
頃
、ふ
い
に
涙
が

止
ま
ら
な
く
な
っ
た
り
、イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、

落
ち
込
ん
だ
り
す
る
症
状
が
出
る
こ
と
を「
マ

タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
ズ
」と
言
い
ま
す
。出
産
し
た

妊
娠
中
・
産
後
の

妊
娠
中
・
産
後
の

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

女
性
の
約
3
割
が
経
験
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
ズ
の
症
状
の
多
く
は

一
過
性
で
、産
後
3
～
5
日
を
ピ
ー
ク
に
、10

～
14
日
以
内
に
自
然
と
軽
快
し
ま
す
。

　

一
方
で
、2
週
間
以
上
ゆ
う
う
つ
な
気
分
が

続
く
場
合
は
、「
産
後
う
つ
」の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。産
後
う
つ
は
、気
分
の
落
ち
込
み
や
強

い
不
安
、食
欲
不
振
・
不
眠
、赤
ち
ゃ
ん
を
か
わ

い
い
と
思
え
な
い
と
い
っ
た
症
状
が
現
れ
ま
す
。

産
後
う
つ
は
、マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
ズ
と
異
な

り
自
然
に
症
状
が
改
善
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。医
療
機
関
で
の
治
療
が
必
要
に
な
る
た

め
、症
状
が
2
週
間

以
上
続
く
場
合
は

早
め
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

〈
利
用
で
き
る
外
部
の
相
談
先
を
調
べ
る
〉

　

相
談
相
手
は
家
族
や
友
人
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。津
南
町
で
は
、妊
娠
中
か
ら
不
安
や

困
り
ご
と
の
相
談
が
可
能
で
す
。子
育
て
は
家

族
や
周
囲
か
ら
の
協
力
が
な
い
と
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。一
人
で
悩
ま
ず
、つ
ら
い
気
持
ち
や
悩

み
は
迷
わ
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

♦
困
っ
た
と
き
の
相
談
先

・
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
津
南
町
福
祉
保
健
課
）

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
つ
な
っ
ぺ
広
場
）

・
産
後
ケ
ア
施
設

・
出
産
し
た
産
院

・
児
童
相
談
所　
　

な
ど

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

生活の変化生活の変化
（禁酒・禁煙、食事内容）（禁酒・禁煙、食事内容）

親になる親になる
責任感責任感

孤独感孤独感
（赤ちゃんと（赤ちゃんと
2人きり）2人きり）

出産への不安出産への不安
痛みへの恐怖痛みへの恐怖

絶え間ない絶え間ない
緊張や疲労緊張や疲労

（睡眠不足、慣れない育児）（睡眠不足、慣れない育児）

妊娠経過の心配妊娠経過の心配
（切迫流産、切迫早産）（切迫流産、切迫早産）

親になった親になった
重責重責

今月は
滝沢 琴音

保健師
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つなんつなん在宅介護教室在宅介護教室

高齢者見守り月間

  アルツハイマー月間
～９月21日は世界アルツハイマーデー（認知症の日）～

　あなたと家族のこれからのために、介護について学べる機
会です。在宅で介護をしているかたや介護に関心のあるか
た、どなたでも参加いただけます。参加は無料で、事前に申し込みが必要です。

（第１回のみ土曜日午前の開催です。中学生以上の学生のかたも参加いただけます。）

　詳細については広報無線でもお知らせする予定です。参加を希望する場合やお問い合わ
せは、地域包括支援センター（℡765-5455）までご連絡ください。

　毎年９月と２月は【新潟県高齢者見守り月間】です。この期間中は地域全体で高齢
者の孤立化を防ぐための広報啓発や地域・企業が連携した見守り体制の強化などが
行われます。日常生活の中での見守りを通して、心配なことや気がかりなことがあ
れば、地域包括支援センターまたは民生委員などにご連絡ください。

　９月は認知症への理解、本人や家族への支援の充実を図るため、全国各地で普及
啓発などの活動が行われます。

　少し早いですがアルツハイマー月間にあわせて、福祉保健課ではシンボルカラーである
オレンジのマリーゴールドを育てました。役場前に飾ってあるのでぜひご覧ください。
　2030年には高齢者の約４人に１人が認知症になると言われる時代。ご自身や家族のため
に、まずは知ることから始めてみませんか？

おはよう！こんにちは！など、日頃からご近所で声を掛け合いましょう
いつもより元気がないみたい？地域の高齢者をさりげなく見守りましょう
何か悩んでいないか？自分にできることはないか？ささいなことでも気軽に助け合える地域の
輪をつくりましょう

日　時 会　場 テーマ 講　師

９月 12 日㈯
午前 10 時～ 11 時 30 分

津南町役場
大会議室

介護保険制度について
高齢者体験 福祉保健課

10 月 22 日㈭
午後 1 時 30 分～ 3 時

文化センター
１階研修室 腰痛予防について

かりんの里　　　　　　　　　　　
作業療法士　島田 和恵 様
介護福祉士　小林 　健 様

　11 月 19 日㈭
午後 1 時 30 分～ 3 時

津南町役場
大会議室

移動に使える
用具について

アルプスビジネス
クリエーション 魚沼店

櫻井 新一 様

あいさつ

助けあい

気くばり

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症津南町認知症
見守りキャラクター見守りキャラクター

にんこっこにんこっこ

だ

ん
だんどうも！

だ

ん
だんどうも！
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『70歳からのユーモア身につけ術』
	 ………………………………………………………………………………… 芸術新聞社
●『アイラップで簡単レシピ冷凍ストック編』
	 ………………………………………………………………………………………… Gakken
●『「日本一」を地図化する』… ……………………… ベレ出版
●『税務署員うつうつ日記』… …… 三五館シンシャ
●『決裂』… ………………………………………………………………… 堂

どう

場
じょう

 瞬
しゅん

一
いち

●『夏帆』… ………………………………………………………………… 村
むら

上
かみ

 春
はる

樹
き

●『飛燕』… ……………………………………………………… あさの あつこ
●『ゾンビ回収婦』………………………………………… 小

こ

砂
すな

川
かわ

 チト

【子どもの本】 
●『タイパわるいのダメですか？』……………… 講談社
●『AIはどのように賢くなってきたのか』
	 ……………………………………………………………………………………… 岩波書店
●『あしたがたのしみ』… ………………………………… アリス館
●『つかめ！理科ダマン12』
	 …………………………………………………………………… マガジンハウス
●『救命救急センターのいちにち』
	 …………………………………………………………………… あいはら いくこ
●『うどん対ラーメン』… ………………………………… 田

た

中
なか

 六
ろく

大
だい

●『パンダたいそうなーんだ？』
	 …………………………………………………………………… いりやま さとし
●『はなび』… ………………………………… マシュー・バージェス

・・・
あ
っ
ち
ー
す
け

　
　

休
ん
で
い
か
ね
か
い
？・・・

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
は
ぜ
ひ
公
民
館
図
書
室

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。ク
ー
ラ
ー

が
効
い
て
い
て
涼
し
く
て
快
適
で
す
よ
。

宿
題
に
、読
書
に
、調
べ
も
の
に
ど
う
ぞ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

世
は
夏
休
み
終
盤
で
す
。皆
様
の
夏

は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
公
民

館
で
は
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
も
実
施

で
き
、子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
津
南
の

夏
を
満

喫
し
ま

し
た
。

・・・
D
S
F
（
ド
ラ
ゴ
ン
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

    
テ
ィ
バ
ル
）に
参
加
し
ま
し
た
・・・

　

７
月
23
日
に
行
わ
れ
た
芦
ヶ
崎
小
学

校
の
イ
ベ
ン
ト「
D
S
F
」の
本
に
親
し

も
う
コ
ー
ナ
ー
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。ブ
ー
ス
は
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り

号
の
出
張
貸
出
と
お
は
な
し
お
か
あ
さ

ん
の
読
み
聞
か
せ
の
２
つ
で
す
。り
ゅ
う

じ
ん
ラ
ン
ド
の

森
の
中
で
い
つ

も
と
違
っ
た
雰

囲
気
で
本
に
親

し
む
機
会
に
な

り
ま
し
た
。今

後
も
町
内
の
イ

ベ
ン
ト
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
は
積

極
的
に
協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・・・
蔵
書
点
検
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

 （
お
知
ら
せ
）・・・

　

例
年
８
月
の
最
終
週
に
行
っ
て
い
た

蔵
書
点
検
で
す
が
、業
務
の
都
合
に
よ

り
２
月
頃
実
施
予
定
と
な
り
ま
し
た
。

実
施
日
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、広
報
誌

や
広
報
無
線
、図
書
室
の
表
示
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

・・・
図
書
室
の
基
本
情
報
・・・

■
開
室
時
間

　

平　

日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　

土
日
祝　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
休
館
日

　

８
月
24
日
㈪
、９
月
28
日
㈪

■
貸
出
冊
数

　

１
人
に
つ
き
６
冊
ま
で

■
貸
出
期
間

　

２
週
間（
※
予
約
が
な
い
場
合
に
限
り
２

週
間
延
長
可
能
）

どうせ死ぬなら北極で

　極地探検家の角幡唯介が、自らの探検の経
験をもとに「なぜ危険を冒してまで未知へ向か
うのか」「人はなぜ生き、なぜ死を恐れるのか」
を見つめ直したり、極限状態での孤独や自然と
の対峙を通して、成功や安全では測れない人生
の価値を問いかけます。探検記であると同時に、
生き方や死生観を深く考えさせる一冊です。

角
かく

幡
はた

　唯
ゆう

介
すけ

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

８月 −葉
は

月
づ き

−

８月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

母は
は

が
作つ
く

り
し
き
ゅ
う
り
の
奈な

良ら

漬づ

け
試こ
こ
ろ

み
る

母は
は

に
聞き

い
て
た
従い

姉と
こ

に
聞き

い
て	

板
場
麻
実

紫
む
ら
さ
き

の
六ろ
っ

百ぴ
ゃ
く

畳じ
ょ
う

敷じ
き

大お
お

藤ふ
じ

は

房ふ
さ

先さ
き

揃そ
ろ

え
風か
ぜ

に
揺ゆ

れ
い
る	

江
村
美
智
代

古こ

希き

の
夫つ
ま

「
任に
ん

天て
ん

堂ど
う

ス
イ
ッ
チ
」
楽た
の

し
む

認に
ん

知ち

症し
ょ
う

に
な
る
日ひ

は
遠と
お

い	
小
島
香
代
子

兄き
ょ
う

妹だ
い

で
歳と
し

を
重か
さ

ね
た
今い
ま

告つ

げ
る

「
あ
り
が
と
う
な
」
と
声こ
え

震ふ
る

わ
せ
て	

江
村
大
輔

ラ
イ
バ
ル
と
記き

録ろ
く

樹じ
ゅ

立り
つ

の
喜よ
ろ
こ

び
を

ハ
グ
し
あ
う
姿す
が
た

興こ
う

奮ふ
ん

し
見み

る

（
Ａ
デ
ュ
プ
ラ
ン
テ
ィ
ス
選
手
六
メ
ー
ト
ル
三
十
セ
ン
チ
）

	

津
端
恵
子

立た
ち

葵あ
お
い

の
赤あ
か

い
花は
な

び
ら
も
う
誰だ
れ

も

「
コ
ケ
コ
ッ
コ
花ば
な

」
と
呼よ

ば
な
い
ら
し
い

	

貝
澤
圭
子

庭に
わ

先さ
き

に
ひ
と
つ
蛍ほ
た
る

の
迷ま
よ

ひい

き
て

ふ
はわ

り
や
さ
し
く
灯あ
か

り
点と
も

せ
り	

恩
田
久
美
子

岩
す
げ
俳
句
会

（
岩
す
げ
吟
行
句
会 

七
月
二
十
日 

於
飯
山
、湯
の
滝
温
泉
）

蕨わ
ら
び

折お

る
田た

植う
え

の
畔あ
ぜ

の
茶ち
ゃ

休や
す
み

に

落お
ち

椿つ
ば
き

ひ
と
つ
椿つ
ば
き

の
真ま

っ
盛さ
か

り

	

緑　

夏な
つ

草く
さ

や
子こ

狐ぎ
つ
ね

轢ひ

か
れ
道み
ち

の
端は
た

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
虎と
ら

ロ
ー
プ

	

守　

人

空く
う

襲し
ゅ
う

の
遺い

跡せ
き

を
め
ぐ
り
炎え
ん

暑し
ょ

か
な

夏な
つ

出で

水み
ず

わ
が
も
の
顔が
お

に
と
う
と
う
と

	

壽　

子

信し
な

濃の

路じ

の
涼す
ず

し
き
宿や
ど

に
迎む
か

へ
ら
れ

湯ゆ

壺つ
ぼ

よ
り
裸は
だ

足し

の
ま
ん
ま
千ち

曲く
ま

川が
わ

	

房　

良

胡き

瓜ゅ
う
り

漬づ

け
ま
る
ご
と
一い
っ

本ぽ
ん

に
か
ぶ
り
つ
く

孫ま
ご

ら
ポ
リ
パ
リ
ほ
っ
ぺ
た
ふ
く
ら
む

	

丸
山
直
子

「
か
ぐ
や
」
と
ふう

ピ
ン
ク
の
芍し
ゃ
く

薬や
く

開ひ
ら

き
き
り

羽は

二ぶ
た

重え

の
ご
と
ひ
か
り
溢あ
ふ

る
る	

小
野
寺
恒
代

大た
い

輪り
ん

の
赤あ
か

紫
む
ら
さ
き

の
朝あ
さ

顔が
お

は

空あ

き
家や

の
庭に
わ

に
華は
な

や
ぎ
咲さ

け
り	

高
橋
春
枝

温お
ん

泉せ
ん

宿や
ど

の
人ひ
と

ら
津つ

南な
ん

の
ひ
ま
わ
り
畑ば
た
け

広ひ
ろ

く
て
き
れ
い
と
声こ
え

掛か

け
く
る
る

	

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

試た
め

し
塗ぬ

り
の
日ひ

や
け
止ど

め
ク
リ
ー
ム
役や
く

立だ

ち
て

今こ

年と
し

の
夏な
つ

の
草く
さ

取と

り
楽た
の

し	

中
村
武
子

夕ゆ
う

食し
ょ
く

の
冷ひ

や
し
中ち
ゅ
う

華か

の
大お
お

盛も

り
に

育そ
だ

て
し
ト
マ
ト
胡き
ゅ

瓜う
り

添そ

へ
ら
れ	

島
田
眞
之
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今
回
は
野
々
海
池
か
ら
さ
か
え
ス
キ
ー
場

の
キ
ャ
ン
プ
場
ま
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
ま

す
。秋
空
の
中
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
？

■
日　

時　

９
月
20
日
㈰　

８
時
役
場
集
合

■
対　

象　

18
歳
以
上
の
男
女

■
参
加
費　

T
a
p
・
ク
ア
ハ
ウ
ス
会
員

	

１
，
１
０
０
円

　
　
　
　
　

一　

般	

２
，
２
０
０
円

■
定
員　

20
名

　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
り

■
お
申
し
込
み

　

９
月
14
日
㈪
ま
で
に
Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
か
た
は
総
合
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

N
P
O
法
人
Ｔ
ａ
ｐ
（
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内　

℡ 

７
６
５
‐
５
７
７
６
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南 （
℡ 

７
６
５
‐
３
７
１
１
）

  

T
a
p
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

お
か
げ
さ
ま
で
40
周
年

　
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
感
謝
祭
が

　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
㈯
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
は
40
周
年

を
迎
え
、感
謝
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は

大
勢
の
か
た
か
ら
ご
来
場
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。特
設
し
た
水
鉄
砲
射

的
や
水
中
宝
探
し
で
は
、お
子
様
か
ら
大
人
の

か
た
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
様
子
が
う

か
が
え
ま
し
た
。ま
た
、配
布
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
か
き
氷
は
、久
し
ぶ
り
に
食
べ
て
美
味
し

か
っ
た
と
い
う
大
人
の
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

　

お
客
様
か
ら「
40
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。」と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
と
て
も
温

か
い
気
持
ち
に
な
る
と
と
も
に
、身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
し
た
。こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ

ま
を
は
じ
め
、多
く
の
か
た
か
ら
ご
利
用
い
た

だ
き
、ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
が
健
康
づ
く
り
の
拠

点
と
な
る
よ
う
、ス
タ
ッ
フ
一
同
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
カ
レ
ン
ダ
ー

2
0
2
7
予
約
受
付
開
始
！

初
め
て
の
か
た
大
歓
迎
！

第
12
回
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
中
！

　

苗
場
山
麓
の
美
し
い
景
観
や
自
然
、
里
山

の
暮
ら
し
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
応
募
作
品
も
増
え

て
い
て
、
こ
の
度
、
第
11
回
の
入
賞
作
品
に

よ
る
2
0
2
7
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成

し
ま
す
。

　

９
月
末
ま
で
早
期
予
約
期
間
と
し
て
特
別

価
格
で
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。
毎
年
売
り

切
れ
て
い
る
人
気
商
品
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ

　

第
12
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
中
で

す
！
受
賞
作
品
は
カ
レ
ン
ダ
ー
の
絵
柄
に
な

っ
た
り
、
展
示
会
な
ど
で
飾
ら
れ
ま
す
。
賞

金
や
副
賞
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
ふ
る

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

■
カ
レ
ン
ダ
ー
の
お
申
し
込
み

　

津
南
町
観
光
協
会

　

℡
７
６
５
‐
５
５
８
５

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
（
な
じ
ょ
も
ん
内
）
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の
機
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
贈
答
用

な
ど
に
も
お
薦
め
で
す
。

　

事
前
予
約
の
お
渡
し
・
販
売
開
始
は
10
月

末
～
11
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

大人気だった、水鉄砲射的
（40 周年特別企画）
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この紙は
再生紙を
使っています

関澤　信子さん	 （88歳・恵福園）

樋口榮一郎さん	 （86歳・船山）

桑原　チヰさん	 （95歳・貝坂）

河田　恒夫さん	 （84歳・亀岡）

宮澤　穩子さん	 （97歳・卯之木）

山田キミイさん	 （100歳・大船団地）

桑原ミツイさん	 （88歳・貝坂）

大島鹿十郎さん	 （89歳・貝坂）

桑原　　健さん	 （91歳・源内山）

村山　米蔵さん	 （88歳・十二ノ木）

表
紙
の
写
真
　
今
年
度
、津
南
町
に
移
住
さ
れ
た
か
た
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

川
の
展
望
台
で
撮
影
し
ま
し
た
。移
住
の
決
め
手
は
、『
津
南
町
の
豊
か
な
景

色
と
地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か
さ
』。眼
下
に
広
が
る
田
園
風
景
と
信
濃
川
を

望
む
こ
の
場
所
も
、そ
ん
な
私
た
ち
の
町
の
大
き
な
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

■人口8,096（−３）　男3,952（＋４）　女4,144（−７）

■世帯数3,353（＋５）　■転入／ 15　■転出／ 10　■出生／１　■死亡／９　■婚姻／１８月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

　

毎
日
暑
い
日

が
続
い
て
い
ま

す
が
、皆
さ
ん
は「
一
番
好
き
な
季
節

は
い
つ
？
」と
聞
か
れ
た
ら
、何
と

答
え
ま
す
か
？
私
は
迷
わ
ず「
冬
」

と
答
え
ま
す
。津
南
町
は
日
本
有
数

の
豪
雪
地
帯
で
、毎
年
た
く
さ
ん
の

雪
が
降
り
ま
す
。時
に
は
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
厳
し
い
表
情
を
見
せ
る
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●秋季企画展
　「苗場山麓における自然環境と縄文文化」
　会　期：9月12日㈯～ 11月29日㈰
　入場料：300円（中学生以下無料）
　縄文時代、さまざまな自然資源を利

用していました。本地域の豊かな地形

や自然環境と共に、土器や石器・アン

ギンなどを紹介します。

●「アイヌの刺繍～レクトゥンペ～」 体験
　開催日：
　　9月19日㈯　13：30 ～ 15：30
　　9月20日㈰　9：30 ～ 11：30
　体験料：800円
　　　　 ※友の会会員割引対象外
　対　象：8才～大人
　アイヌ文様の刺繍を施した伝統的な首飾り「レクトゥンペ」を作ります。

●『苗場山麓ジオパーク研究集録
　第8号』 刊行のお知らせ
　苗場山麓ジオパークの学術奨励事業の報告、

大地・自然・歴史文化にかかわる論文などを掲

載したものです。1冊1,000円で販売しています。 『苗場山麓ジオパーク
研究集録』

レクトゥンペ

沖ノ原遺跡出土品

桑原　百
もも

華
か

（貝坂）	 友幸さん
	 渓さん

9 月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

5日㈯ 10:00～11:30 藍の生葉の叩き染め～エコバッグ～ 800 中学年以上

6日㈰
10:00～12:00 カラムシの糸撚り 1,000 中学年以上

10:00～12:00 アンギン編み初級編 1,000 中学年以上

12日㈯ 9:00～12:00 縄文ナイトライト 1,000 高学年以上

13日㈰ 10:00～15:30 本格アンギン編み一日体験 1,500 中学年以上

19日㈯

9:30～11:30 アイヌ文様のコースター 1,000 高学年以上

10:00～11:30 勾玉づくり 500 低学年以上

13:30～15:00 勾玉づくり 500 低学年以上

13:30～15:30 アイヌの刺繍～レクトゥンペ～ 800 8才以上

20日㈰

9:30～11:30 アイヌの刺繍～レクトゥンペ～ 800 8才以上

10:00～11:30 勾玉づくり 500 低学年以上

13:30～15:00 勾玉づくり 500 低学年以上

13:30～15:30 アイヌの花ござ編み 1,000 8才以上

21日（月・柷）

9:00～12:00 ミニチュア壁画づくり 1,800 10才以上

10:00～11:30 勾玉づくり 500 低学年以上

13:30～14:30 ひょうたん細工 300 低学年以上

13:30～15:00 勾玉づくり 500 低学年以上

22日（火・柷）

9:30～10:30 火おこし 300 低学年以上

10:00～11:30 勾玉づくり 500 低学年以上

13:30～14:30 木のプレートにペイント～火焔型土器～ 700 10才以上

13:30～15:00 勾玉づくり 500 低学年以上

23日（水・柷） 10:00～12:00 石鏃と矢づくり 700 10才以上

26日㈯ 9:30～10:30 弓矢づくり 300 低学年以上

27日㈰ 10:00～11:00 石鏃づくり 500 10才以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、そ
の
雪
は
豊

か
な
自
然
や
お
い
し
い
農
産
物
な

ど
、多
く
の
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く

れ
ま
す
。そ
ん
な
冬
が
待
ち
遠
し
く

て
、「
早
く
冬
に
な
ら
な
い
か
な
」と

思
い
な
が
ら
毎
日
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
…
本
当
は
た
だ
ス
キ
ー
が
し

た
い
だ
け
な
ん
で
す
け
ど
ね（
笑
）。
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